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令和６年度〔第33期〕最終号

令和6年4月18日㈭
中村 逸郎氏

テーマ●ロシアの闇とは何か
　　 　   ～激動の国際情勢～

令和6年5月15日㈬
黒川 伊保子氏

テーマ●人生に効く脳科学
～脳が創りだす男女のミゾ、人生の波～

令和6年6月20日㈭
茂山 千五郎氏

テーマ●「狂言」という名のお芝居

令和6年7月18日㈭
安藤 和津氏

テーマ●明日を素敵に生きるには

令和6年11月21日㈭
加藤 登紀子氏

テーマ●加藤登紀子トーク＆ライブ
　　　「百万本のバラ」

令和6年12月19日㈭
杉本 昌隆氏

テーマ●師匠が語る
「弟子・藤井聡太」という才能

令和6年9月19日㈭
大八木 弘明氏

テーマ●育てて活かして勝つ
　　 　   ～覚悟と挑戦～

令和7年1月16日㈭
デヴィ・スカルノ夫人

テーマ●人生のモチベーション

令和6年10月17日㈭
若狭 勝氏

テーマ●これで分かったうそを
         見抜く力、見破る力

令和6年8月22日㈭
和田 秀樹氏

テーマ●からだの健康  こころの健康

令
和
六
年
度

　
ご
登
壇
頂
い
た
講
師
の
方
々



■講演がすんでも、まだ考えています。
　デヴィ夫人の歩んで来られた道を！
　自分のモチベーションをどのように向
上させるかを！　

佐世保市鹿子前町●原　逸子

■年明け、ジュニアオーケストラの音色
でハッピーな気分になりました。
　そして、デヴィ夫人の圧巻のオーラを
感じつつ、年10回の夢大学で、あらゆる

「気」を頂戴し、日々前進できたらと願い
ます。

佐世保市比良町●岡井　眞紀

■デヴィ夫人の精神構造は、並の日本人
精神構造ではない。
　テレビ等で活躍されているが、世界的
上流階級に身を置く、その立場からは想
像できない挑戦に、日本人として安心。
平和の維持に、大きく貢献されている姿
勢が感じられた。敬意！　

佐世保市権常寺町●小川　充

■デヴィ夫人の人生は、華やかなものと
思っていましたが、苦しい生活もされて
いたとは、本当のことは見て聴いて初め
てわかるのですね。
　仕事も支援も、全力でされているデヴィ
夫人の講演を聴けて、とてもよかった
です。ありがとうございました。出川さん
の話は、笑えますね。

佐世保市木風町●西　照美

■仕事終わりの娘に送ってもらい、会場
に入るのは、いつも６時過ぎ。“２階席
へ”の案内に従い、入ると、すでに満員
状態。
　スクリーンでしか、お顔はわからない
が、お声は生の声。美しく聡明な方だ
が、そういう現実に甘んじることなく、
いろいろなことに挑戦し、人の何倍も何
倍も努力してきたと、熱く語られたこと
が印象的だった。
“努力に勝る天才なし！” 昔、中学の担任
の先生が言われた言葉を思い出した。

佐世保市もみじが丘町●山川　芳香

■デヴィ夫人の「人の人生は、朝から晩
まで『気』（ウィルパワー）に影響されて
いる。」とのお話から、新聞の記述（ＡＩ
と人間の頭脳を比較したら、ＡＩに足りな
いものの１つに『気』がある）を思い出しま
した。
　改めて、本気とやる気に満ちた人生を
送らねばと決意しました。

佐世保市早苗町●牧　千尋

■「夢のひろば」出演のアルカスSASEBO
ジュニアオーケストラの弦楽器演奏は、
さすがに選抜されたメンバーだけあっ
て、素晴らしい演奏でした。短時間でし
たが、吉浦勝喜さんの指揮のもと、弦楽
器の特長を活かした演奏ができていまし
た。
　デヴィ夫人の講演からは、何事も「気」
を確かにもって、「気」合いを入れて、

「気」持ちよく挑戦することを学びまし
た。

佐世保市大和町●宅島　冨士彌

■鮮やかなブルーのドレスで、ゆっくり
と登場され、ゆっくりとしたお話を始め
られました。優雅に生きるセレブそのも
のであるなあと‥‥。
　でも、気取った態度ではなく、自分の
生い立ち等、飾ることなく話され、元
気・勇気・活気など、「気」を大事に活動
することを教えてくださいました。モチ
ベーションを上げるためにと、80歳を過
ぎても精力的に前進されている姿に感服
です！　

佐世保市赤崎町●木村　典子

■一段と冷えが厳しい壇上に、デヴィ夫人
の登場！ 中央にパーッと、きれいな大輪
の青い花が咲いたようだった。どんな服
装で、どんな話をされるのか、ワクワク
感が止まらなかった。ゆっくりした口調
で、美しい言葉で話されていく。
　かつての日、生命の危険もあられたこ
とを思い、映像を目で追った。「人の３倍
努力し、そして眠るのは３分の１です。」
と思いがけない内容もあったが、そんな
折々の強さがデヴィ夫人の今を輝かせて
いるのだろう。私も素敵に年を重ねる努
力をしたいと思った。

西松浦郡有田町●大川内　操

■昭和・平成・令和の時代を通して、国
際人として、日本を代表するデヴィ夫人
の本質を感じることができた。貧しさと
戦争をバネとして、生き抜いていく力を
感じた。人は、「気」に采配されているこ
とを改めて考える機会となった。
　「人生のモチベーション」は、自分自身
の努力の上に立っていると思った。

佐世保市潮見町●山田　毅

■生まれもったものに、人並み以上の努
力があってこそ、チャンスや素晴らしい
出会いはあるのだと、デヴィ夫人の話を
聴いて思いました。
　夫人の言われる「気」。いろいろな

「気」を意識しながら、自分に与えられた
一瞬一瞬を楽しみながら生きていきたい
と思います。

西海市大島町●小中尾　政子

■すごく感動しました。20分間の放映も、
とてもよかったです。最初から、デヴィ
夫人の語り口に引きつけられました。
こんなに地道な人だったとは、全く予想
外でした。たんたんと生い立ちを話さ
れ、常に現状をどうすればよいか考え、
実践されてこられたこと。そして、人の
何倍も努力し、勉強し、常にモチベーシ
ョンをもち続けてこられたことに驚きま
した。
　後半は、「気」のことを話されました
が、これほどまでにわかりやすく講演さ
れたことは、今までになかったように思
います。デヴィ夫人を講師として招いて
くださったことに、心から感謝します。

佐世保市黒髪町●佐藤　貞美

■10回の講演会、皆勤賞で無事研修終了
です。研修とは、地道な努力の積み重
ね。デヴィ夫人の話の中にも、「気」の大
事さについて出てきましたが、来年度も

「気力」をもって、皆勤賞を狙いたいと思
います。
　私が、この１年間で、本当に来たかっ
たのは、デヴィ夫人の講演会のみ。でも、
いろいろな講師の専門的な話を聴いて、
自分に深みが出てきたなあと感じます。
受講生となり、今まで興味がなかった話
も聴けて、研修を積み重ねることの意義
を知りました。

佐世保市本島町●鈴木　真美子

デヴィ・スカルノ 夫人デヴィ・スカルノ 夫人
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1月 夢のひろば　�アルカスSASEBOジュニアオーケストラ弦楽器
選抜メンバー「弦楽合奏」

気！  気！  気！
人生のモチベーション

凛
と
し
た
美
し
い
女
性  

デ
ヴ
ィ
夫
人

佐
世
保
市
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
町
　
松
井  

昭
夫

　

講
演
会
は
、
動
画
上
映
か
ら
始

ま
っ
た
。
懐
か
し
い
映
像
が
、
次

か
ら
次
へ
と
映
し
出
さ
れ
た
。
同

時
に
、
私
た
ち
が
知
り
え
な
い
映

像
も
あ
り
、
彼
女
の
華
麗
な
る
激

動
の
人
生
が
伺
わ
れ
、
そ
の
凄
さ

に
改
め
て
驚
か
さ
れ
た
。

　

講
演
は
、
空
襲
や
疎
開
先
で
の

こ
と
や
、
焼
け
野
原
の
東
京
等
々
、

少
女
時
代
の
戦
争
の
体
験
談
か
ら

始
ま
っ
た
。
終
戦
と
戦
後
の
混
乱

期
を
逞
し
く
生
き
抜
い
て
き
た
様

子
が
、
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
苦
難
の
道

を
「
私
は
戦
争
と
貧
し
さ
の
経
験

を
し
た
こ
と
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ

た
！
」
と
語
る
。
さ
ら
に
「
人
の

３
倍
勉
強
し
、
人
の
３
倍
働
い
て
、

人
の
３
倍
努
力
し
て
、
睡
眠
は
人

の
３
分
の
１
で
頑
張
っ
て
き
た
。

こ
の
精
神
は
現
在
も
変
わ
ら
な

い
。」
と
力
強
く
語
ら
れ
た
。

 

〝
自
分
は
こ
ん
な
人
生
を
送
り
た

い
〟
と
、
な
り
た
い
自
分
の
未
来

像
を
思
い
描
き
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
着
実
に
進
ん
で
こ
ら
れ
た
、
彼

女
の
凛
と
し
た
姿
が
そ
こ
に
見
え

た
。
戦
後
生
ま
れ
の
我
々
に
は
越

え
ら
れ
な
い
物
凄
さ
を
感
じ
た
。

闘
争
本
能
や
負
け
ん
気
の
強
さ

は
、
上
記
の
経
験
を
通
し
て
培
わ

れ
て
こ
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
彼

女
の
歯
に
衣
着
せ
ぬ
自
由
で
奔

放
、
そ
し
て
強
い
意
見
を
ズ
バ
ッ

と
遠
慮
な
く
発
言
す
る
そ
の
姿
勢

が
、
我
々
の
気
持
ち
を
惹
き
つ
け

る
。
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
も
感
動
、

ワ
ク
ワ
ク
感
、
達
成
感
、
挑
戦
等

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
意
欲
的
な
言
葉

が
次
々
に
飛
び
出
し
た
。

　

ア
ル
カ
ス
を
出
た
時
、
私
の
背

筋
が
伸
び
て
い
た
こ
と
に
驚
い
た
。

苦
境
に
抗
う
勇
気
が
肝
心

佐
世
保
市
南
風
崎
町
　
横
山  

春
美

　
「
夢
の
ひ
ろ
ば
」
の
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
熱
演
と
、
こ
れ

か
ら
の
活
躍
に
拍
手
を
送
り
た
い
。

　

今
回
の
講
師
は
デ
ヴ
ィ
夫
人
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
故
ス
カ
ル
ノ
元

大
統
領
夫
人
で
、
フ
ラ
ン
ス
社
交

界
で
活
躍
し
た
セ
レ
ブ
で
タ
レ
ン

ト
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
が
、
講
演

を
聴
き
、
自
己
の
先
入
観
は
一
面

的
な
捉
え
方
で
、
正
確
で
は
な
か

っ
た
と
反
省
し
た
。

　

ま
ず
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
で
自
身

の
半
生
を
紹
介
し
た
後
に
講
演
。

そ
れ
は
従
来
の
デ
ヴ
ィ
観
を
覆
す

も
の
だ
っ
た
。
幼
少
期
の
貧
困
に

よ
る
生
活
苦
。
不
幸
と
思
っ
た
時

は
、
さ
ら
に
不
幸
な
人
の
こ
と
を

思
い
、
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
、

人
の
３
倍
勉
強
し
、
３
倍
働
き
、

睡
眠
時
間
は
３
分
の
１
で
頑
張
っ

た
。
そ
の
上
で
、
戦
争
と
貧
乏
の

経
験
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
と
。
し

か
し
、
大
統
領
夫
人
で
セ
レ
ブ
で

あ
る
こ
と
を
ラ
ッ
キ
ー
と
思
わ
れ

る
の
は
心
外
と
強
調
。
自
分
の
努

力
の
結
果
と
い
う
自
負
が
あ
る
か

ら
だ
ろ
う
か
。

　

80
代
半
ば
の
年
齢
な
の
に
、
テ

レ
ビ
番
組
で
の
各
種
チ
ャ
レ
ン
ジ

や
、
今
日
の
約
１
時
間
立
ち
っ
ぱ

な
し
の
講
演
な
ど
、
本
当
に
元
気

だ
。
病
気
は
贅
沢
と
言
い
放
ち
、

自
信
満
々
。
人
生
は
「
気
」
が
采

配
す
る
と
力
説
。
寄
付
を
は
じ

め
、
社
会
貢
献
で
も
奮
闘
さ
れ
て

い
る
。
日
々
ワ
ク
ワ
ク
し
、
１
日

10
回
感
動
し
、
自
分
を
喜
ば
せ
る

こ
と
が
大
切
と
。

　

今
後
と
も
、
正
義
感
と
情
熱
と

行
動
力
で
、
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。　

「
気
」
を
立
て
て
生
き
る
！

佐
世
保
市
大
和
町
　
新
北  

博
美

　

厳
か
な
音
楽
と
と
も
に
、
真
っ

青
な
ド
レ
ス
に
身
を
包
ん
で
の
登

壇
。
丁
寧
な
言
葉
遣
い
、
講
演
の

間
中
の
し
ゃ
ん
と
し
た
姿
勢
。
テ

レ
ビ
で
お
見
か
け
す
る
と
お
り
の

凛
と
し
た
美
し
さ
で
し
た
。

　

裕
福
で
な
い
家
庭
で
育
っ
た
と

聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、

学
校
に
上
が
る
前
か
ら
他
県
ま
で

買
い
出
し
に
行
き
、
食
べ
る
こ
と

に
も
困
っ
た
生
活
だ
っ
た
と
は
。

小
学
校
で
世
の
中
の
不
条
理
を
感

じ
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
と
考

え
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
人
の
３
倍

の
努
力
を
し
た
と
の
こ
と
。
研
ぎ

澄
ま
さ
れ
た
感
性
は
、
幼
い
頃
か

ら
今
で
も
ず
っ
と
続
い
て
い
て
、

ピ
ン
と
張
り
詰
め
た
強
い
信
念
の

よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
「
戦
争
、
貧
し
さ
の
経
験
が
あ

る
こ
と
が
、
自
分
を
強
く
し
て
く

れ
た
。
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
と
自
分

で
思
う
。」
と
言
わ
れ
た
の
に
は
、

〝
気
高
さ
〟
を
見
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
と
同
時
に
、「
あ
な
た

は
何
に
『
気
』
を
立
て
て
生
き
て

い
き
ま
す
か
？
」
と
宿
題
を
も
ら

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
で
は
何
の
接
点
も

な
く
、
お
そ
ら
く
実
際
に
お
目
に

か
か
る
機
会
な
ど
な
い
よ
う
な
講

師
陣
。
こ
う
し
て
感
動
し
な
が
ら

講
演
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
、
さ

せ
ぼ
夢
大
学
な
ら
で
は
の
出
会
い

に
、
こ
れ
か
ら
も
期
待
し
て
い
ま

す
。

正
気
で
い
よ
う
!!

佐
世
保
市
東
山
町
　
中
溝  

悦
美

　

古
賀
理
事
長
の
、
い
つ
も
な
が

ら
の
素
朴
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
始
ま

っ
た
講
演
会
。
こ
の
頃
、
気
に
な

る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
、
何
が
正
し

い
か
、
物
事
を
見
極
め
る
正
し
い

判
断
力
を
身
に
付
け
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
力
説
さ
れ
、
そ
の
通
り

だ
と
感
じ
入
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
の
講
師
デ
ヴ
ィ
夫

人
は
、
テ
レ
ビ
で
拝
見
す
る
姿
と

は
違
う
雰
囲
気
が
あ
り
、
パ
ワ
フ

ル
で
真
摯
な
人
格
が
伝
わ
る
お
話

を
さ
れ
た
の
で
、
す
ご
く
心
引
か

れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
戦
争
と
貧
し
さ
の
体
験

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
頑
張
っ
て

生
き
ぬ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
、
そ
の
思
い
が
自
分
を
強
く

し
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
意
外
な

内
容
で
驚
き
ま
し
た
。
読
書
が
好

き
で
、『
赤
と
黒
』
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
本
を
読
み
、
そ
の
主
人
公

に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
想
像
の
世

界
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い

う
若
い
頃
。
そ
の
こ
と
が
、
将
来

パ
リ
の
社
交
界
で
役
に
立
つ
と

は
、
人
生
は
何
と
不
思
議
で
お
も

し
ろ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
母
親
の

借
金
に
気
づ
き
、
学
校
に
行
く
よ

り
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
入
り
、

エ
キ
ス
ト
ラ
女
優
と
し
て
、
テ
レ

ビ
・
映
画
で
活
躍
さ
れ
て
い
か
れ

た
の
で
す
ね
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
「
人
生
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
ど
ん
な
話
か

と
途
中
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。
人
間
は
起
き
て
寝
る
ま

で
、「w

illpow
er

」、「
気
」
に
采

配
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
つ
ま

り
「
気
」
が
失
せ
る
と
は
死
に
つ

な
が
る
と
い
う
こ
と
。
そ
の「
気
」

が
付
く
言
葉
は
、
３
０
０
ぐ
ら
い

あ
る
そ
う
で
す
ね
。
こ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
講
演
に
、
ま
す
ま
す

デ
ヴ
ィ
夫
人
を
応
援
し
た
く
な
り

ま
し
た
。

　

気
持
ち
を
新
た
に
、
１
日
10
回

感
動
し
て
、
何
事
に
も
挑
み
、
前

に
進
む
ん
で
す
ね
。
ま
ず
、
庭
の

小
さ
い
花
々
に
感
謝
し
て
、
毎
日

楽
し
く
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
今
回
の

講
演
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。



夢
の
つ
づ
き
〔
毎
月
１
日
発
行
〕
／
第
33
巻
第
11
号
／
通
巻
第
345
号
・
令
和
７
年
２
月
１
日
発
行

平
成
4
年
10
月
2
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
・
年
間
購
読
料
1
，７
０
０
円
（
郵
便
料
共
）

★
デ
ヴ
ィ
・
ス
カ
ル
ノ
夫
人
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
今
度
の
講
師
は
、
デ
ヴ
ィ
夫

人
で
す
よ
ね
。」

　
「
ど
ん
な
姿
で
登
場
さ
れ
る
か
、

見
て
み
た
い
で
す
ね
。」

　

若
い
人
も
興
味
津
々
の
デ
ヴ
ィ

夫
人
。
老
若
男
女
、
知
ら
な
い
人

は
い
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

講
演
会
終
了
後
の
出
待
ち
の

人
々
も
び
っ
く
り
す
る
く
ら
い
多

く
、
そ
の
人
気
ぶ
り
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

　

縁
あ
っ
て
ス
カ
ル
ノ
元
大
統
領

夫
人
と
な
り
、
そ
の
後
フ
ラ
ン
ス

へ
亡
命
す
る
な
ど
、
そ
の
人
生
は

波
瀾
万
丈
！　

現
在
も
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
元
気

い
っ
ぱ
い
。

　
「
人
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」は
、

デ
ヴ
ィ
夫
人
の
生
き
方
そ
の
も
の

と
感
じ
ま
し
た
。

★
弦
楽
器
の
音
色
の
奥
深
さ
に

感
動
し
ま
し
た
！

　

何
と
美
し
い
音
色
で
し
ょ
う

か
。
音
の
強
弱
や
ビ
ブ
ラ
ー
ト
、

音
域
の
広
さ
な
ど
、
弦
楽
器
の
音

色
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
夢
の
ひ
ろ
ば
」
出
演
の
ア
ル

カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
弦
楽
器
選
抜
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
、
す
ば
ら
し
い
演

奏
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

３
月
16
日（
日
）の
第
13
回
定
期

演
奏
会
で
は
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
生
か
し
、
大
成
功
と
な
る
こ

と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

★
令
和
７
年
度
の
受
講
生
募
集

に
つ
い
て

　

今
回
も
、
多
く
の
応
募
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
厳

正
な
一
括
抽
選
を
行
い
、
結
果
は

２
月
中
旬
に
お
届
け
す
る
予
定
で

す
。

　

当
選
さ
れ
た
方
は
、
当
選
通
知

に
同
封
の
「
払
込
取
扱
票
」
で
、
指

定
の
期
限
ま
で
に
郵
便
局
か
ら
払

込
み
く
だ
さ
い
。
期
限
ま
で
払
込

み
が
な
い
場
合
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル

待
ち
の
方
を
繰
り
上
げ
当
選
と
し

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

期
限
ま
で
に
払
込
み
を
さ
れ
た
方

に
は
、
新
し
い
「
学
生
証
」
を
３
月

下
旬
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

★
感
想
文
の
お
礼
で
す
。

　

令
和
６
年
度
も
、
さ
せ
ぼ
夢
大

学
の
会
報
「
夢
の
つ
づ
き
」
に
、
多

く
の
感
想
文
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
毎

月
の
編
集
会
議
で
は
、
投
稿
さ
れ

た
方
々
の
思
い
や
考
え
に
、「
な
る

ほ
ど
」「
す
ご
い
」
と
い
う
声
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
感
想
文
に
は
、
書
い
た
方
な

ら
で
は
の
味
わ
い
が
あ
り
、
勉
強

に
な
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

今
後
も
、
皆
様
の
感
想
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
、
よ
り
親
し
ま
れ

る
会
報
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
も
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

5月17日㈯　14:30～16:00
産婦人科専門医・タレント
   まるた　        かな

丸田 佳奈氏
『もう中高年！ どうやって生きる？
　　　　～老害なんて呼ばせない～』

7月16日㈬　18:30～20:00
俳優・戸板女子短期大学 客員教授
   きくち　       ももこ

菊池 桃子氏
『人生が楽しくなる大人の学び方』

令和7年 

4月16日㈬　18:30～20:00
同志社大学教授
   むらた　       こうじ

村田 晃嗣氏
『激変する国際情勢と日本の課題』

6月18日㈬　18:30～20:00
二所ノ関親方・元 横綱稀勢の里
       にしょのせき　     ゆたか

二所ノ関 寛氏
『�土俵人生に一片の悔いなし』

8月20日㈬　18:30～20:00
講談師
   かんだ　    くれない

神田  紅氏
『�大声と笑いで生きる明日への活力』

令和8年

1月21日㈬　18:30～20:00
元 衆議院議員
 すぎむら　    たいぞう

杉村 太蔵氏 
『プライドを捨てた男の人生訓』

12月20日㈯　14:30～16:00
歌手
 あきかわ　    まさふみ

秋川 雅史氏
『�夢のある人生  ～トーク＆ミニライブ～』

10月15日㈬　18:30～20:00
俳優
   いちげ　       よしえ

市毛 良枝氏
『介護における自然の大切さ』

11月21日㈮　18:30～20:00
歴史コメンテーター
   かなや　     しゅんいちろう

金谷 俊一郎氏
『�幕末の偉人たちに学ぶ』

令
和
７
年
度
（
２
０
２
５
年
度　

第
34
期
）
講
演
会
予
定

※ 講師の都合や天災、その他不測の事態により、開催日時の変更や延期、または講師を変更して代替開催する場合があります。

9月17日㈬　18:30～20:00
評論家
 せき　      へい

石　平氏
『���中国の世界戦略と今後の日中関係』


